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次期環境基本計画 骨子（案） 

第１章 計画策定の背景 （20 ページ程度）  第３章 環境像と施策体系 （13 ページ程度） 

１ 国内外の社会的動向 

  〇国際社会の情勢 持続可能な開発目標（SDGs）、パリ協定、ポスト愛知目標（COP15 の昆明宣言）等 

  〇国の動向 第五次環境基本計画、2050 年カーボンニュートラル表明、グリーンインフラ等 

  〇都の動向 カーボンハーフ、ゼロエミッション東京戦略、生物多様性地域戦略等 

 

２ 前計画の振り返り 

  〇施策の推進状況と指標推移による評価と課題の整理 

 

3 市の概況 

  〇地勢、地形、気候、人口、土地利用、産業、交通など 

 

１ 環境像（案）  

アンケート調査 投票結果 

環境像案 市民 事業者 

地域から地球へみんなで創る持続可能なまち 府中 33.6％ 37.4％ 

地域から地球へ みんなで未来に繋げていく 持続可能なまち 府中 34.1％ 27.1％ 

人も自然もいきいきする環境都市・府中 24.8％ 25.2％ 

※無記入を含むため全体で 100％とならない 

 

＊「府中市緑の基本計画 2020」の「緑育のまちづくりのイメージ」を参照 

 

２ 基本方針 

基本方針１ 人と自然が調和し豊かなめぐみが得られるまちを目指します 

〇生物多様性基本法に基づく生物多様性地域戦略である「府中市生物多様性地域戦略」を包含 

〇自然共生社会の実現を目指して、生物多様性に関する市民理解と様々な社会経済活動における主流

化の推進、府中市固有の生態系と生物の生息環境の保護や回復、生物多様性保全を図る一人一人の

行動変容や保全活動の担い手創出の促進等の方向性を提示 

基本方針２ 脱炭素型のまちを目指します 

〇地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく地方公共団体実行計画（区域施策編）である「府中市地

球温暖化対策地域推進計画」を包含 

〇2050年の脱炭素社会を目指して、省エネルギーのさらなる推進、再生可能エネルギーの積極的な導

入推進、水素等の新たなエネルギーの普及促進等とともに、今後避けることのできない気候変動の影

響への適応等の方向性を提示 

基本方針３ 循環型のまちを目指します 

〇「府中市一般廃棄物処理基本計画」と整合 

〇循環型社会の構築を目指し、さらなるごみの排出量の抑制、再利用の促進、再資源化の促進等の方向

性を提示 

基本方針４ 安全・安心・快適に暮らせる文化的なまちを目指します 

〇安全・安心で快適に暮らせるまちを目指して、大気、水質、土壌の保全、化学物質の適正管理、快適で

きれいなまちづくり、市の特長の一つである歴史的・文化的環境の保全等の方向性を提示 

基本方針５ 協働・連携のための環境が整ったまちを目指します 

〇環境に係る共通的な基盤づくりのため、環境教育・環境イベント等の推進、事業者・大学との連携によ

る新たな取組の創出、環境保全活動センターを活用したネットワーク構築等の方向性を提示 

 

 

第２章 計画の基本的事項 （3 ページ程度）  

１ 計画の位置づけ 

  〇上位計画、関連計画の整理 

  〇地球温暖化対策実行計画（区域施策編）、生物多様性地域戦略を包含 

 

2 計画の期間 

  〇令和 5 年度から令和 12 年度までの 8 年間 

  〇第 7 次府中市総合計画 前期基本計画の終了と後期基本計画の開始を目途に適宜見直し 

 

3 計画の対象 

  〇地球 省エネルギー、再生可能エネルギー、気候変動の影響への適応 など 

  〇自然 水辺、みどり、生きもの など 

  〇廃棄物・資源 ごみ、資源循環、適正処理 など 

  〇生活環境 大気、水質、騒音・震動、悪臭、化学物質 など 

  〇歴史・文化 景観、歴史的・文化的環境 など 

  〇環境パートナーシップ 環境教育・環境学習、環境活動、主体間連携、地域間連携 など 

   

府中市環境基本計画 

第７次府中市総合計画 

関連諸計画・施策 
 

・府中市都市計画マスタープラン 
・第 4 次府中市住宅マスタープラン 
・府中市緑の基本計画２０２０ 
・府中市一般廃棄物処理基本計画 
・第 4 次府中市農業振興計画 
・府中市景観計画 
・府中市文化芸術推進計画 
・府中市地域防災計画      など 

府中市環境行動指針 

府中市環境基本条例 

府中市地球温暖化対策地域推進計画 

府中市生物多様性地域戦略 

第５次府中市職員エコ・アクションプラン 

資料５ 
全体 120 ページ程度 

サンプルイメージです 

最終的には新たな環境基本計画の目指すべきまちの姿をイラスト化します 

【ご議論いただきたいポイント】 
基本方針４～基本方針 5 の内容 
（不足する要素 など） 

【ご議論いただきたいポイント】 
全体通して、不足する要素、追加
すべき項目 など 

【ご議論いただきたいポイント】 
基本方針 1 と基本方針 2 の順番 

【ご議論いただきたいポイント】 
環境像について 

【アンケート意見等を踏まえた修正】 
「循環型社会の形成」と「循環型のま
ち」は同じ内容となるため、「循環型
社会の形成・循環型のまちを目指し
ます」から変更 
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第３章 環境像と施策体系 （見開き 2 ページ）  第４章 施策の展開 （45 ページ程度） 

3 施策体系 

 

 

基本方針３ 循環型のまちを目指します 
（１）ごみの発生抑制と再使用の促進 

（例）生ごみの発生抑制、食品ロスの削減、リユースの推進 
（２）資源循環の促進 

（例）分別排出ルールの徹底、資源回収手段の充実、事業系ごみのリサイクル推進 
（３）安定的・効率的なごみ処理体制の確保 

（例）安全な収集運搬体制の確保、府中市リサイクルプラザの安定操業と整備事業の推進 
 
 

基本方針４ 安全・安心・快適に暮らせる文化的なまちを目指します 
（１）大気環境の保全 

（例）大気質の保全、アスベスト対策、ダイオキシン類対策 
（２）水環境の保全 

（例）多摩川の水質保全、水質汚濁、地盤沈下の防止 
（３）土壌の環境保全や騒音振動対策、その他公害対策 

（例）土壌・地下水汚染の防止、騒音・振動の防止、化学物質等の適正管理、放射性物質対策、その他新たな公害対
策 

（４）快適できれいなまちづくり 
（例）まちの美化対策、安全で快適な道路環境づくり 

（５）歴史的・文化的環境の保全 
（例）景観の保全、歴史的・文化的環境の保全 
 
 

基本方針５ 協働・連携のための環境が整ったまちを目指します 
（1）事業者・大学との連携による新たな取組みの創出 

（例）大規模事業者や大学との連携、生物多様性の保全に向けた大学との連携 
（2）環境保全活動センターや中間支援団体を活用したネットワーク構築 

（例）環境保全活動センターの運用、市民活動の支援 
（3）環境学習の推進 

（例）環境学習の機会の充実、環境学習の指導者の育成 
（4）情報発信の充実・啓発活動の推進 

（例）環境保全活動センターを中心とした情報の収集と発信、啓発活動の推進 

  

第４章 施策の展開 （45 ページ程度）  第 5 章 重点プロジェクト（5 ページ程度）  

〇個別計画としての位置づけ（基本方針 1、2 のみ）、現況・課題、目指すべき姿、施策の方向性、指標・目標を「基

本方針」ごとに設定 

〇施策の方向性ごとに各施策と市民・事業者の行動指針を設定 

 

基本方針１ 人と自然が調和し豊かなめぐみが得られるまちを目指します  【府中市生物多様性地域戦略】 
（１）生物多様性の価値の浸透と社会における主流化 

（例）府中市の自然環境（生物多様性）に関する情報の収集と発信、自然環境（生物多様性）を知り、体験し、実感で
きる機会の創出、将来を担う子どもたちへの環境教育の充実、社会経済活動における自然環境（生物多様性）
保全の普及促進 

（２）府中市固有の生態系と生息環境の保護と回復 
（例）緑地や崖線などの緑環境と生態系の保全、多摩川周辺や用水などの水辺環境と生態系の保全、街中の公園や

農地など自然をつなぐ小さな自然の保全、府中市の生態系を脅かす外来種対策 
（３）生物多様性保全の担い手が生まれる仕組みづくりの推進 

（例）自然環境（生物多様性）に配慮した生活様式の導入促進、主体間のつながりの創出による持続的かつ効果的
な保全の展開、市境に捉われない広域的な連携の推進 

 

基本方針２ 脱炭素型のまちを目指します  【府中市地球温暖化対策地域推進計画】 
（１）省エネルギーの推進 

（例）省エネルギー活動の普及促進、省エネルギー設備の導入支援、市施設の省エネルギー化 
（２）再生可能エネルギー導入促進 

（例）再生可能エネルギーの導入支援、エネルギーの地産地消の促進、市施設への再生可能エネルギーの導入 
（３）新技術の普及促進 

（例）水素エネルギーの理解促進、家庭への新エネルギーの普及促進 
（４）環境に配慮したまちづくりと行動 

（例）低炭素なまちづくりの推進、人と環境にやさしい交通手段の構築、都市における緑地の確保 
（5）気候変動への地域対応 

（例）水害対策の推進、熱中症対策の推進 

１ 重点プロジェクトの位置づけ 

〇市の現状や社会的な要請等をふまえ、特に重視すべきもの 

〇環境像実現のために全庁的な推進体制のもとで優先的に推進する施策 など 

2 重点プロジェクト選定の視点 

〇各基本方針の牽引役となる 

〇市の環境課題に大きな効果が期待できる 

〇市の環境以外の経済面、社会面への地域課題にも副次的な効果が期待できる（SDGs、統合的向上） 

〇短期的な実効性だけでなく、中長期的な発展性や水辺展開の可能性がある 

3 重点プロジェクト 

〇選定した施策リストの提示 

 

第 6 章 計画の推進 （5 ページ程度）  

１ 推進体制  〇庁内体制及び評価組織の継続、市民等の連携・協働の強化 

 

２ 進行管理  〇環境白書の公表、中間年度での見直し 

 

3 指標・目標  〇基本方針ごとに設定した指標・目標リスト 

 

最新の体系に随時更新 

（基本方針 3 は同時に策定している一般廃棄

物処理基本計画と整合） 

【アンケート意見等を踏まえた修正】 
・再生可能エネルギーの「導入検討」→「導入支援」 
・新技術の普及促進の内容を具体化 
・地球温暖化対策としての緑化を追加 

【アンケート意見等を踏まえた修正】 
 
・生物多様性の啓発がまず必要であり、基本施策に位
置づけ 
・近隣市町村との合同の取組を追加 
・情報発信や環境教育として基本施策 3 を位置づけ 
・緑地の創出と保全 を追加 

【アンケート意見等を踏まえた修正】 
 
・府中市の特徴である、大規模事業
者との連携を施策に位置づけ 
・学習のイベントや自然にふれあう
イベント、清掃活動などの要望多 
・農地・農業関係は基本方針１に集
約 


